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現場ごとの要求性能、コストや
施工上の制約に応じた
最適な対策を実現

●拘束効果を考慮した地盤改良設計手法
●液状化対策や沈下・変形抑制対策などを

低コストで実現

●拘束効果を考慮した地盤改良設計手法
●液状化対策や沈下・変形抑制対策などを

低コストで実現
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新しい発想の
地盤改良技術

未改良地盤を
囲い込んで
味方につける



改良形式
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格子式改良（ap＝40~50%）
浮 型

quck＝1,000kN/m²
V＝580m³
（D＝7.00m）

・ 改良体が上部構造物の荷重を支え、
地盤の変形を拘束するため、液状化
が生じた際も安全性が確保される

・ 要求性能に応じた改良範囲や改良配
置が行えるため、経済性に優れた提
案が可能となる

1.00

改良強度

改良土量
改良深度

備 考

経済比率 評 価

改良形式
ブロック式改良（ap＝100%）
浮 型
ブロック式改良（ap＝100%）
浮 型

quck＝320kN/m²
V＝1,240m³
（D＝7.00m）

・ 改良率を高めることで、地盤の液状
化に対して十分な安全性が確保さ
れる

・ 液状化層を地盤改良体で置換える
ため、不経済となりえる
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改良強度

改良土量
改良深度

備 考

経済比率 評 価

改良形式
格子式改良（ap≒50%）
着底型

quck＝640kN/m²
V＝1,890m³
（D＝14.20m）

・ 格子状に地盤を囲い込むことで、格
子内部の過剰間隙水圧の抑制が図
れ、安全性が確保される

・ 支持力確保のために支持層までの対
策を施す必要がある
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改良強度

改良土量
改良深度

備 考

経済比率 評 価


